
国語科　第２学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「　メディアを比べよう　」　
	様々なメディアを比べて，それぞれの特徴を理解することができる。
	　（　１　/　３　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　普段，私たちはどのようなメディアから情報を得ているのか確認する。
	○本時の目標について板書し，見通しを持たせる。
	
	　

	展
開
	２　教師から，様々なメディアによる時事問題の伝え方を提示する。

３　１人１台端末等の付箋機能を活用し，メディアの違いによる情報の伝わり方について，「速報性」「詳細さ」「信頼性」の三つの観点で分析する。

４　各自が分析したことを基に，様々なメディアの特徴について，全体で共有する。
	○人々の関心の高い時事問題等について，複数のメディアから情報を入手させる。
　（例）インターネット，新聞，書籍等
○「いつ配信された情報なのか」「情報の詳しさはどうか」「発信者名や情報の出典の記載について」など，根拠を挙げながらメディアの特徴を分析する観点を持たせる。
○その他，気付いたことも挙げさせる。
	[bookmark: _GoBack]【知】様々なメディアを比較し，それらの特徴を理解している。[ノート]

	②１人１台端末等や図書館資料等を活用して情報を入手させる。

②付箋機能を活用させ，様々なメディアの特徴を捉えさせる。

	ま
と
め
	５　新聞や書籍，インターネット等のメディアの特徴について， 気付いたことをノートにまとめる。
	○目的や意図に応じて，それぞれのメディアの特徴を踏まえて活用することを理解させる。
	
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

